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筆 者は昨 年3 月 東 洋大 学 経済経営研 究所報 告No.  7 に おい て 「社会 責任 会
計論 の吟 味 と展望 」 と題し て， デバイ ソ の「 社会的 福 祉 へ の貢献 なら び に社
会的 規範 の遵 守を め ぐる企業 責任会 計 機構」を 中 心に 社 会 責任 会 計 論 の樹立
に 関す る方 法論 的吟 味 を手 がか り とし て，社 会責 任 会計 の体系 化 に 関す る展
望を 試 乱 企業 の経 営活 動面 におけ る社 会的責 任 の達 成業 績 を 明らかに す る
「付 加 価値 会 計」 と企 業 の社会 的活 動面におけ る社 会的 責 任 の 達成業 績を 明
らか に す る 「社会 環 境会 計」 との二 元的 な会計 機構 が 要 請さ れ る ことを 明ら
か にした 。　
更 に ， 同じ く昨 年3 月 の東 洋大 学経営 学会 刊行 の経 営 研究 第3 号におい て
「社会 責任 会 計論 と社会 投資 効率 分析 論」 と題し て， 特 に前 記論文 の「社会
環 境会 計」 に関 す る詳 細な展 望を試 みるために,   Abt 社 の社会 監 査構想 と
これを 手が か り とし て， 企業 経営 者が 社会的 投資 効 率を 分 析 し， 適正 な資 源
配分 計 画を た てる為 に 役 立 てよ うとす るAbt 博士 の論 説を 中 心 に吟味 を 加
え た。　
今 回 の論文 は以 上 の二 論 文にお い て とりあ げ た問 題点 を 究 明する と共 に，Abt
説を 含む 米 国 の社会 監 査論に関 す る諸論 説を 吟 味 し てそ の 現 状 と 問 題
点 を 明らか に す るた めに ，主 とし て,  Harvard 大 学のBauer 教 授の論 説を
中心 に考 察を 加 え， 次 号以 降にお い て究 明す る予定 であ る社 会 監 査論 の詳細
な吟 味 にはい る前 の序 説に したい と考 え る。　
な お本 論文0 掲載 され る論 集は故 木村 勤助 教授 の追 悼 号 と の事 であ る ので，
木 村 助 教授 と社 会責 任 会計 論 との関 連性に つい て若 干 申 し述 べ たい 。本 村助
教 授は前 述 のデ バ イ ンの社 会責 任会 計 論を と りあげ て方 法論 的 吟味を される
た め,反 対 説 のベ ッ ドフ ォードと ドプ ユフ ィの方 法 論 と比 較 さ れた論 文「方法
論 と会 計理 論に つい て」（東洋大学経済経営論集No.  35 1964年6 月,   pp. 102一匹 ）
を 発表 さ れてい る 。　
一 昨年 の暮， 前 記 の研 究所 報告 論文 の原 稿を 書 く資 料 とし て デバ イソ の論
文を 筆 者が 読 んでい た 時 ，木 村助 教 授から， 大分 前に 読 ん だ こ とがあ る と申
され， 参 考資 料 とし て前 記 論文 の抜 刷を贈 呈し て頂い た 。　
木村 助 教授 の前 記 の論 文は 筆 者 の論 文 よ りも十 年 も前 に 発表 された もので
あ り， 同助 教授 の旺 盛な 研究 心 とそ の先見 の 明に 感心 す る と共 に 筆 者 の不 明
を 如実 に知 ら され る 思い であ った 。 誠に惜 しい 人材を 亡 くし た もの であ る。
心から御冥福を祈りたい。
1)
序一 社 会 監 査 論 の 概 念
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§1　 社 会 監 査 の 概 念 を め ぐ る 米 国 の 論 説　
社 会 監 査 の 概 念 に 関 す る 米 国 論 説 の 主 な も の と し てBauer は 次 の 諸 論 説
を か か げ て い る 。　　　　　　　　　　2
）　1.　Bauer　
と　Fenn　
彼 等 の 主 張 す る 社 会 監 査 の 概 念 は 種 々 の 形 を と る 社 会 監 査 の た め の イ ソ フ
ォ ー メ イ シ ョ ソ の 必 要 性 と こ れ に 関 連 し た 技 術 的 な 諸 問 題 を 対 象 に し て お り ，
特 に ， 社 会 監 査 特 有 の 一 定 の 方 式 が 必 要 で あ る と は 考 え て い な い 。 し か し ，
公 共 的 報 告 を 目 的 と す る 社 会 監 査 と 内 部 管 理 目 的 の た め の 社 会 監 査 と の 両 者
は 厳 密 に 区 分 し て 考 え よ う と し て い る 点 に 特 徴 か お る 。　
例 え ば ， あ る 情 報 に 関 す る 判 断 は 内 部 管 理 目 的 か ら み れ ば 満 足 出 来 る も の
で あ っ て 乱 社 会 公 共 目 的 か ら み れ ば ， 十 分 に 説 得 す る こ と が 出 来 な い 場 合
も あ り う る 。 す な わ ち ， 内 部 利 用 を 目 的 と す る 場 合 に は 外 部 的 な 批 判 を 回 避
又 は 予 期 し な が ら 社 会 的 な 諸 問 題 の 解 決 を は か る こ と に よ っ て 企 業 の 良 心 を
満 足 さ せ る と 共 に ， 社 会 問 題 に 関 す る 意 思 決 定 に 関 し て 財 政 的 な 負 担 の 改 善
を は か ろ う と す る 意 図 が 含 ま れ て い る こ と が 多 い が ， こ れ に 対 し て ， 外 部 報
告 を 目 的 と す る 社 会 監 査 は か か る 企 業 内 部 に お け る 政 策 を 遂 行 す る た め に 必
要 な イ ソ フ 牙 － ノ イ シ
ョ ソ を 提 供 し よ う と い う 目 的 よ り も む し ろ ， 企 業 外 部
者 が 企 業 の 社 会 的 業 績 を 評 価 す る 場 合 の イ ン フ ォ ー メ イ シ ョ ン の 提 供 を そ の
唯 一 の 目 的 と し て い る と い う 点 に お い て ， 本 質 的 に 異 な る 性 格 を 有 す る と 主
張 し て い る 。　　　　　　　3
）　2.
    Linowes　Linowes
は 企 業 の 社 会 経 済 活 動 報 告 書（Socio-Economic Operating Statement)　　　　　　　　
” ”7　　F ’y--・--　・－’　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「
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を 作成 す るた め の社 会監査を 提 案し てい るが ， こ の,    S.E.O.S 丿 こは ， 事業
目的以 外 の 目的 のために 使用 さ れた 諸活 動 の限 界 原価 とを 遂行 すべ きであ っ
た に も拘ら ず ，実際に は遂 行さ れ なか った 諸活 動 の限 界原 価 とを そ の中に 含
め るべ きで あ ると主張 し てい る。 こ れら両 者の差 額は 企業 が 貸方に 記入 す べ
き社会 的 貢献 金 額 の数 値 とな る。　　　　4
）　3.
    Abt　Abt
は 前 記 のLinowes のS.E.O.S. と類似 し た 社会監 査 論を 提案 し ，
かつこ れを 発展 させ てい るが ，そ の主 張はS.E.O.S.　 よりも一 層野心的 な も
の であ る。　Abt
の社会 財 務諸表（損益計算書，貸借対照表）に は ， 正 規 の事業 活動 お よ
び これ以 外の 諸活 動の両 者を 含 む ，企 業 活 動 全般 に亘 る社会 的 コス トと便益
（Benefits） とが 含まれ てい る。　　　　　5
）　4.　Sater　Clair Sater 
は， 標準 化さ れた 格づけ 点 数に よる評 価尺 度に 基づい て， 多
方面に 亘 る社会 的業 績に つい て企業 外 部 者が 格づ け す る よ うに 提案し てい る。
次 に， かか る格づけ 数値は 地 域別 並 びに業 種 別 の基 準 と比較 す べき ものであ
る とされ てい る。 彼は又 ，企業 の社会 的業 績を 単 一 の 指数値 に よ り表 現出来
る ウこ二イ トづけ シ ス テ ムを も提 案 し てい るが ， 彼 の報 告に よると， このや り
方 は予 想以 上に 困難 な問題 に ぶっ か るこ とが 判 った と の事 であ る。　　　　　
6）　5.
    Shulman とGale　Shulman
とGale　 とは 企業 は そ の利 害関 係 者に 対 し て如 何に サ ービ スし
ているか とい う点 につ い て評価 さ るべ き であ る と提 案 し てい る。か かる利 害
関 係者 とし ては √従業員 ，そ の 企業 の 提 供す る 製品 ない し サ ービ スの消費 者，
原 材料 ・商 品 等の 供 給業 者，そ の企業 が 活動 し てい る地 域社 会 ，社会一 般 ，
並 びに 競争 会社 が 含ま れる。　
彼 等は 内 部的 な 意思 決定 か 目的 とす る社 会監 査 と公 共 的な 報告を 目的 とす
る監 査との必 要条 件 の相違点 に つい て も可 成 り意 識的 な コメン トを 加え てい
る。 しかし ながら ， こ の計 画を 実 際 に 実行 に 移 す具 体的 な方 法を 提示 す る ま
で には至 ってい ない 。　　　　　　　7
）　6.　Gardner　Gardner
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るかとい う方法を説明するために,   U.S. スチール会社の実例を引用した有
効な資料を提供している。
13）






社会監査の基本的概念をめぐる問題点として,   Bauer は次の7 点を 指摘
している。1. 利益と社会的責任との関係，2. 貨幣的測定尺度の役割，3.社
会監査の目的，4. 事業活動の社会的な影響と会社の対社会的改善計画 の 判
断の基準と0 くいちがい，5. 社会監査範囲の限定，6. 社会監査か社会会計
か,・ 7. 社会的業績の測定　
我々は，以上のうち5 と6 を除く1 ～4 および7 につ い て，Bauer の 指
摘する問題点について考究してみることにしたい。　1.
利益と社会的責任との関係　











例えば,  Abt 社は社会的投資に関する最適水準の算定という問題を提案して
いる。　
























































































































































































者にはBauer とFenn,  Shulman　 とGale　 とがあるが， これに対して，Linowes
，Abt, Sater, Gardner,  Churchill. Deitzer とJackson 等はどち
らかといえば対外的イソフォーメイショソとしての性格に重点をおきながら
乱 同時に対内的イソフォーメイションとしても役立たせたいとい う考え方
に立って居る。 Marl in もこ九と類似しているが， どちらかといえば対内的
イソフォーメイションの方に重点かおる。この外，社会監査よりもむしろ，
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